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序篇　降矢木一族釈義



聖セントアレキセイ寺院の殺人事件に法のり水みずが解決を公表しなかったので、そろそろ迷宮入りの噂うわさが立ちはじめた十日目のこと、その日から捜査関係の主脳部は、ラザレフ殺害者の追求を放棄しなければならなくなった。と云うのは、四百年の昔から纏てん綿めんとしていて、臼うす杵き耶蘇会ジェスイット神学林セミナリオ以来の神聖家族と云われる降ふり矢や木ぎの館に、突如真黒い風みたいな毒殺者の彷ほう徨こうが始まったからであった。その、通称黒死館と呼ばれる降矢木の館には、いつか必ずこういう不思議な恐怖が起らずにはいまいと噂されていた。勿論そういう臆測を生むについては、ボスフォラス以東にただ一つしかないと云われる降矢木家の建物が、明らかに重大な理由の一つとなっているのだった。その豪壮を極めたケルト・ルネサンス式の城館シャトウを見慣れた今日でさえも、尖塔や櫓楼の量線からくる奇異ふしぎな感覚──まるでマッケイの古めかしい地理本の插画でも見るような感じは、いつになっても変らないのである。けれども、明治十八年建設当初に、河かわ鍋なべ暁ぎょう斎さいや落おち合あい芳よし幾いくをしてこの館の点てん睛せいに竜宮の乙姫を描かせたほどの綺きらびやかな眩惑は、その後星の移るとともに薄らいでしまった。今日では、建物も人も、そういう幼稚な空想の断片ではなくなっているのだ。ちょうど天然の変色が、荒れ寂さびれた斑まだらを作りながら石面を蝕むしばんでゆくように、いつとはなく、この館を包みはじめた狭さ霧ぎりのようなものがあった。そうして、やがては館全体を朧おぼろ気げな秘密の塊としか見せなくなったのであるが、その妖気のようなものと云うのは、実を云うと、館の内部に積り重なっていった謎の数々にあったので、勿論あのプロヴァンス城壁を模したと云われる、周囲の壁廓ではなかったのだ。事実、建設以来三度にわたって、怪奇な死の連鎖を思わせる動機不明の変死事件があり、それに加えて、当主旗はた太た郎ろう以外の家族の中に、門外不出の弦楽四重奏団ストリング・カルテットを形成している四人の異国人がいて、その人達が、揺籃の頃から四十年もの永い間、館から外へは一歩も出ずにいると云ったら……　、そういう伝え聞きの尾に鰭ひれが附いて、それが黒死館の本体の前で、鉛色をした蒸気の壁のように立ちはだかってしまうのだった。まったく、人も建物も腐朽しきっていて、それが大きな癌がんのような形で覗かれたのかもしれない。それであるからして、そういった史学上珍重すべき家系を、遺伝学の見地から見たとすれば、あるいは奇妙な形をした蕈きのこのように見えもするだろうし、また、故人降矢木算さん哲てつ博士の神秘的な性格から推して、現在の異様な家族関係を考えると、今度は不気味な廃寺のようにも思われてくるのだった。勿論それ等のどの一つも、臆測が生んだ幻視にすぎないのであろうが、その中にただ一つだけ、今にも秘密の調和を破るものがありそうな、妙に不安定な空気のあることだけは確かだった。その悪疫のような空気は、明治三十五年に第二の変死事件が起った折から萌きざしはじめたもので、それが、十月ほど前に算哲博士が奇怪な自殺を遂げてからというものは──後継者旗太郎が十七の年少なのと、また一つには支柱を失ったという観念も手伝ったのであろう──いっそう大きな亀裂になったかのように思われてきた。そして、もし人間の心の中に悪魔が住んでいるものだとしたら、その亀裂の中から、残った人達を犯罪の底に引き摺り込んででもゆきそうな──思いもつかぬ自壊作用が起りそうな怖れを、世の人達はしだいに濃く感じはじめてきた。けれども、予測に反して、降矢木一族の表面には沼気ほどの泡一つ立たなかったのだが、恐らくそれと云うのも、その瘴しょう気きのような空気が、未だ飽和点に達しなかったからであろうか。否、その時すでに水底では、静穏な水面とは反対に、暗黒の地下流に注ぐ大きな瀑布が始まっていたのだ。そして、その間に鬱積していったものが、突如凄じく吹きしく嵐と化して、聖家族の一人一人に血行を停めてゆこうとした。しかも、その事件には驚くべき深さと神秘とがあって、法のり水みず麟りん太た郎ろうはそれがために、狡智きわまる犯人以外にも、すでに生存の世界から去っている人々とも闘わねばならなかったのである。ところで、事件の開幕に当って、筆者は法水の手許に集められている、黒死館についての驚くべき調査資料のことを記さねばならない。それは、中世楽器や福音書写本、それに古代時計に関する彼の偏奇な趣味が端緒となったものであるが、その──恐らく外部からは手を尽し得る限りと思われる集成には、検事が思わず嘆声を発し、唖然となったのも無理ではなかった。しかも、その痩身的な努力をみても、すでに法水自身が、水底の轟とどろきに耳を傾けていた一人だったことは、明らかであると思う。

その日──一月二十八日の朝。生来あまり健康でない法水は、あの霙みぞれの払暁に起った事件の疲労から、全然恢かい復ふくするまでになっていなかった。それなので、訪れた支はぜ倉くら検事から殺人という話を聴くと、ああまたか──という風な厭いやな顔をしたが、

「ところが法水君、それが降矢木家なんだよ。しかも、第一提琴ヴァイオリン奏者のグレーテ・ダンネベルグ夫人が毒殺されたのだ」と云った後の、検事の瞳に映った法水の顔には、にわかにまんざらでもなさそうな輝きが現われていた。しかし、法水はそう聴くと不意に立って書斎に入ったが、間もなく一抱えの書物を運んで来て、どかっと尻を据えた。

「ゆっくりしようよ支倉君、あの日本で一番不思議な一族に殺人事件が起ったのだとしたら、どうせ一、二時間は、予備智識に費かかるものと思わなけりゃならんよ。だいたい、いつぞやのケンネル殺人事件──あれでは、支那古代陶器が単なる装飾物にすぎなかった。ところが今度は、算哲博士が死蔵している、カロリング朝以来の工芸品だ。その中に、あるいはボルジアの壺がないとは云われまい。しかし、福音書の写本などは一見して判るものじゃないから……　」と云って、「一四一四年聖サンガル寺発掘記」の他二冊を脇に取り除け、綸りん子ずと尚しょう武ぶ革がわを斜めに貼り混ぜた美々しい装幀の一冊を突き出すと、「紋章学⁉」と検事は呆れたように叫んだ。

「ウン、寺てら門かど義よし道みちの『紋章学秘録』さ。もう稀き覯こう本ぼんになっているんだがね。ところで君は、こういう奇妙な紋章を今まで見たことがあるだろうか」と法水が指先で突いたのは、ＦＲＣＯの四字を、二十八葉橄かん欖らん冠で包んである不思議な図案だった。

「これが、天正遣欧使の一人──千ち々ぢ石わ清左衛門直なお員かずから始まっている、降矢木家の紋章なんだよ。何故、豊ぶん後ご王普蘭師司怙フランシスコ・休庵シヴァン（大友宗麟）の花か押おうを中にして、それを、フィレンツェ大公国の市表章旗の一部が包んでいるのだろう。とにかく下の註釈を読んで見給え」


──「クラウディオ・アクワヴィバ（耶蘇ジェスイット会会長）回想録」中の、ドン・ミカエル（千々石のこと）よりジェンナロ・コルバルタ（ヴェニスの玻璃ガラス工）に送れる文。（前略）その日バタリア僧院の神父ヴェレリオは余を聖餐式エウカリスチヤに招きたれど、姿を現わさざれば不審に思いいたる折柄、扉を排して丈たけ高き騎士現われたり、見るに、バロッサ寺領騎士の印章を佩つけ、雷の如き眼を睜みはりて云う。フランチェスコ大公妃ビアンカ・カペルロ殿は、ピサ・メディチ家において貴下の胤たねを秘かに生めり。その女児に黒奴ムールの乳母をつけ、刈込垣の外に待たせ置きたれば受け取られよ──と。余は、駭おどろけるも心中覚えある事なれば、その旨むねを承じて騎士を去らしむ。それより悔改コンチリサンをなし、贖しょく罪ざい符ふをうけて僧院を去れるも、帰途船中黒奴ムールはゴアにて死し、嬰えい児じはすぐせと名付けて降矢木の家を創おこしぬ。されど帰国後吾が心には妄もう想ぞう散乱し、天主デウス、吾れを責むる誘惑テンタサンの障しょう礙げを滅し給えりとも覚えず。（以下略）



「つまり、降矢木の血系が、カテリナ・ディ・メディチの隠し子と云われるビアンカ・カペルロから始まっていると云うことなんだが、その母おや子こがそろって、怖ろしい惨虐性犯罪者ときている。カテリナは有名な近親殺害者で、おまけに聖セントバルテルミー斎日の虐殺を指導した発頭人なんだし、また娘の方は、毒のルクレチア・ボルジアから百年後に出現し、これは長剣の暗殺者と謳うたわれたものだ。ところが、その十三世目になると、算哲という異様な人物が現われたのだよ」と法水は、さらにその本の末尾に挾んである、一葉の写真と外紙の切抜を取り出したが、検事は何度も時計を出し入れしながら、

「おかげで、天正遣欧使の事は大分明るくなったがね。しかし、四百年後に起った殺人事件と祖先の血との間に、いったいどういう関係があるのだね。なるほど不道徳という点では、史学も、法医学や遺伝学と共通してはいるが……　」

「なるほど、とかく法律家は、詩に箇条を附けたがるからね」と法水は検事の皮肉に苦笑したが、「だが、例証がないこともないさ。シャルコーの随想の中には、ケルンで、兄が弟に祖先は悪竜を退治した聖ゲオルクだと戯じょう談だんを云ったばかりに、尼僧の蔭口をきいた下女をその弟が殺してしまった──という記録が載っている。また、フィリップ三世が巴里パリー中の癩患者を焚ふん殺さつしたという事蹟を聞いて、六代後の落魄したベルトランが、今度は花柳病者に同じ事をやろうとしたそうだ。それを、血系意識から起る帝王性妄想と、シャルコーが定義をつけているんだよ」と云って、眼で眼前のものを見よとばかりに、検事を促した。




（中　略）




法水の降矢木家に関する資料は、これで尽きているのだが、その複雑きわまる内容は、かえって検事の頭脳を混乱せしむるのみの事であった。しかし、彼が恐怖の色を泛うかべ口誦くちずさんだところの、ウイチグス呪法典という一語のみは、さながら夢の中で見る白い花のように、いつまでもジインと網膜の上にとどまっていた。また一方法水にも、彼の行手に当って、殺人史上空前ともいう異様な死体が横たわっていようとは、その時どうして予知することが出来たであろうか。




第一篇　死体と二つの扉を繞って




一、栄光の奇蹟＊

私鉄Ｔ線も終点になると、そこはもう神奈川県になっている。そして、黒死館を展望する丘陵までの間は、樫かしの防風林や竹林が続いていて、とにかくそこまでは、他奇のない北相模さがみの風物であるけれども、いったん丘の上に来てしまうと、俯ふ瞰かんした風景が全然風趣を異にしてしまうのだ。ちょうどそれは、マクベスの所領クォーダーのあった──北部蘇古蘭スコットランドそっくりだと云えよう。そこには木も草もなく、そこまで来るうちには、海の潮風にも水分が尽きてしまって、湿り気のない土の表面が灰色に風化していて、それが岩塩のように見え、凸凹した緩斜の底に真黒な湖水みずうみがあろうと云う──それにさも似た荒涼たる風物が、擂鉢の底にある墻しょう壁へきまで続いている。その赭しゃ土ど褐かっ砂さの因をなしたというのは、建設当時移植したと云われる高緯度の植物が、またたく間に死滅してしまったからであった。けれども、正門までは手入れの行届いた自動車路が作られていて、破は墻しょう挺てい崩くずしと云われる切り取り壁が出張った主楼の下には、薊あざみと葡萄の葉文が鉄扉を作っていた。その日は前夜の凍雨の後をうけて、厚い層をなした雲が低く垂れ下り、それに、気圧の変調からでもあろうか、妙に人肌めいた生暖かさで、時折微かすかに電光いなずまが瞬き、口くち小こ言ごとのような雷鳴が鈍く懶気ものうげに轟とどろいてくる。そういう暗澹たる空模様の中で、黒死館の巨大な二層楼は──わけても中央にある礼拝堂の尖塔や左右の塔櫓が、一刷は毛け刷いた薄墨色の中に塗と抹まつされていて、全体が樹や脂にっぽい単色画モノクロームを作っていた。




（中略）




「Mass（弥ミ撒サ）とacre（英町エーカー）だよ。続けて読んで見給え。信仰と富貴が、Massacreマッサカー──虐殺に化けてしまうぜ」と法水は検事が唖然としたのを見て、「だが、恐らくそれだけの意味じゃあるまい。いずれこの甲冑武者の位置から、僕はもっと形に現われたものを発み見つけ出すつもりだよ」と云ってから、今度は召使バトラーに、「ところで、昨夜七時から八時までの間に、この甲冑武者について目撃したものはなかったかね」

「ございません。生あい憎にくとその一時間が、私どもの食事に当っておりますので」

それから法水は、甲冑武者を一基一基解体して、その周囲は、画図と画図との間にある龕がん形けいの壁灯から、旌旗の蔭になっている、「腑分図」の上方までも調べたけれど、いっこうに得るところはなかった。画面のその部分も背景のはずれ近くで、様々の色の縞が雑然と配列しているにすぎなかった。それから、階段廊を離れて、上層の階段を上って行ったが、その時何を思いついたのか、法水は突然奇異ふしぎな動作を始めた。彼は中途まで来たのを再び引き返して、もと来た大階段の頂辺てっぺんに立った。そして、衣嚢かくしから格子紙セクションの手帳を取り出して、階段の階数をかぞえ、それに何やら電光形ジグザグめいた線を書き入れたらしい。さすがこれには、検事も引き返さずにはいられなかった。




（中略）




実に、怪奇な栄光に続いて、法水を瞠どう目もくせしめた死体現象がもう一つあったのだ。ダンネベルグ夫人が横たわっている寝台は、帷幕とばりのすぐ内側にあって、それは、松まつ毬かさ形がたの頂たて花ばなを頭飾にし、その柱の上に、レースの天蓋をつけた路ル易イ朝風の桃花木マホガニー作りだった。死体は、そのほとんど右はずれに俯臥うつむけの姿勢で横たわり、右手は、背の方へ捻ねじ曲げたように甲を臀しりの上に置き、左手は寝台から垂れ下っていた。銀色の髪毛を無雑作に束ねて、黒い綾織の一重服を纏まとい、鼻先が上唇まで垂れ下って猶太ユダヤ式の人相をしているこの婦人は、顔をＳの字なりに引ん歪め、実に滑稽な顔をして死んでいた。しかし不思議と云うのは、両側の顳顬こめかみに現われている、紋様状の切り創きずだった。それがちょうど文身いれずみの型取りみたいに、細い尖鋭な針先でスウッと引いたような──表皮だけを巧妙にそいだ擦さっ切せつ創そうとでもいう浅い傷であって、両側ともほぼ直径一寸ほどの円形を作っていて、その円の周囲には、短い線条が百足むかでの足のような形で群生している。創口には、黄ばんだ血清が滲み出ているのみであるが、そういう更年期婦人の荒れ果てた皮膚に這いずっているものは、凄美などという感じよりかも、むしろ、乾燥ひからびた蟯ぎょう蟲ちゅうの死体のようでもあり、また、不気味な鞭毛蟲が排泄する、長い糞便のようにも思われるのだった。そして、その生因が、はたして内部にあるのか外部にあるのか──その推定すら困難なほどに、難解をきわめたものだった。しかし、その凄惨な顕微鏡ミクロ模様から離れた法水の眼は、期せずして検事の視線と合した。そして、暗黙のうち、ある慄りつ然ぜんとしたものを語り合わねばならなかった。なんとなれば、その創の形が、まさしく降矢木家の紋章の一部をつくっている、フィレンツェ市章の二十八葉橄欖冠にほかならないからであった。





二、テレーズ吾われを殺せり

どう見ても、僕にはそうとしか思えない」と検事は何度も吃どもりながら、熊くま城しろに降矢木家の紋章を説明した後で、「何故犯人は、息の根を止めただけでは足らなかったのだろうね。どうしてこんな、得体の判らぬ所作しぐさまでもしなければならなかったのだろう？」

「ところがねえ支はぜ倉くら君」と法のり水みずは始めて莨たばこを口に銜くわえた。「それよりも僕は、いま自分の発見に愕然がくっとしてしまったところさ。この死体は、彫り上げた数秒後に絶命しているのだよ。つまり、死後でもなく、また、服毒以前でもないのだがね」

「冗談じゃないぜ」と熊城は思わず呆れ顔になって、「これが即死でないのなら、一つ君の説明を承うけたまわろうじゃないか」といきり立つのを、法水は駄々児を諭すような調子で、

「ウン、この事件の犯人たるや、いかにも神速陰険で、兇悪きわまりない。しかし、僕の云う理由はすこぶる簡単なんだ。だいたい君が、強度の青酸シヤン中毒というものをあまり誇張して考えているからだよ。呼吸筋は恐らく瞬間に痳痺＊してしまうだろうが、心臓が全く停止してしまうまでには、少なくとも、それから二分足らずの時間はあると見て差支えない。ところが、皮膚の表面に現われる死体現象と云うのは、心臓の機能が衰えると同時に現われるものなんだがね」そこでちょっと言葉を切って、まじまじと相手を瞶みつめていたが、「それが判れば、僕の説に恐らく異議はないと思うね。ところで、この創きずは巧妙に表皮のみを切り割っている。それは、血清だけが滲み出ているのを見ても、明白な事実なんだが、通例生体にされた場合だと、皮下に溢いっ血けつが起って創の両側が腫起してこなければならない──いかにも、この創口にはその歴然としたものがあるのだ。ところが、剥そがれた割れ口を見ると、それに痂か皮ひが出来ていない。まるで透明な雁がん皮ぴとしか思われないだろう。が、この方は明らかな死体現象なんだよ。しかしそうなると、その二つの現象が大変な矛盾をひき起してしまって、創がつけられた時の生理状態に、てんで説明がつかなくなってしまうだろう。だから、その結論の持って行き場は、爪や表皮がどういう時期に死んでしまうものか、考えればいい訳じゃないか」

法水の精密な観察が、かえって創紋の謎を深めた感があったので、その新しい戦せん慄りつのために、検事の声は全く均衡を失っていた。

「万事剖見を待つとしてだ。それにしても、屍光のような超自然現象を起しただけで飽き足らずに、その上降矢木の烙やき印いんを押すなんて……　。僕には、この清浄な光がひどく淫虐的ザディスティッシュに思えてきたよ」

「いや、犯人はけっして、見物人を慾ほしがっちゃいないさ。君がいま感じたような、心理的な障害を要求しているんだ。どうして彼奴あいつが、そんな病理的な個性なもんか。それに、まったくもって創造的だよ。だがそれをハイルブロンネルに云わせると、一番淫虐的で独創的なものを、小児こどもだと云うがね」と法水は暗く微ほほ笑えんだが、「ところで熊城君、死体の発光は何時頃からだね」と事務的な質問を発した。




（中略）




法水はその間、軽蔑したように相手を見ていたが、

「そうなるかねえ」と一言反対の見解を仄ほのめかしただけで、像の方に歩いて行った。そして、立法者スクライブの跏像と背中を合わせている傴僂の前に立つと、

「オヤオヤ、この傴僂は療なおっているんだぜ。不思議な暗合じゃないか。扉の浮彫では耶蘇に治療をうけているのが、内な部かに入ると、すっかり全快している。そしてあの男は、もうたぶん唖おしにちがいないのだ」と最後の一言をきわめて強い語気で云ったが、にわかに悪寒を覚えたような顔付になって、物腰に神経的なものが現われてきた。

しかし、その像には依然として変りはなく、扁平な大きな頭を持った傴僂せむしが、細く下った眼尻に狡ずるそうな笑を湛えているにすぎなかった。その間、何やら認したためていた検事は、法水を指さし招いて、卓上の紙片を示した。それには次のような箇条書で、検事の質問が記されてあった。


	一、法水は大階段の上で、常態ではとうてい聞えぬ音響を召使が聴いたのを知ったと云う──その結論は？

	二、法水は拱廊そでろうかで何を見たのであるか？

	三、法水が卓子灯スタンドを点けて、床を計ったのは？

	四、法水はテレーズ人形の室の鍵に、何故逆説的な解釈をしようと、苦しんでいるのであるか？

	五、法水は何故に家族の訊問を急がないのか？



読み終ると、法水は莞爾にこりとして、一・二・五の下に――ダッシュを引いて解答と書き、もし万に一つの幸い吾にあらば、犯人を指摘する人物を発見するやも知れず（第二あるいは第三の事件）──と続いて認したためた。検事が吃驚びっくりして顔を上げると、法水はさらに第六の質問と標題を打って、次の一行を書き加えた。──甲冑武者はいかなる目的の下に、階段の裾を離れねばならなかったのだろう？

「それは、君がもう」と検事は眼を瞠みはって反問したが、その時扉ドアが静かに開いて、最初呼ばれた図書掛りの久我鎮子が入って来た。



三、屍光故ゆえなくしては

久我鎮子の年齢は、五十を過ぎて二つ三つと思われたが、かつて見たことのない典雅な風貌を具えた婦人だった。まるで鑿のみででも仕上げたように、繊細をきわめた顔面の諸線は、容易に求められない儀容と云うのほかはなかった。それが時折引き締ると、そこから、この老婦人の、動じない鉄のような意志が現われて、隠いん遁とん的な静かな影の中から、焔ほのおのようなものがメラメラと立ち上るような思いがするのだった。法水は何より先に、この婦人の精神的な深さと、総身から滲み出てくる、物々しいまでの圧力に打たれざるを得なかった。

「貴方あなたは、この室へやにどうして調度が少ないのか、お訊きになりたいのでしょう」鎮子が最初発した言葉が、こうであった。

「今まで、空あき室しつだったのでは」と検事が口を挾むと、

「そう申すよりも、開けずの間と呼びました方が」と鎮子は無遠慮な訂正をして、帯の間から取り出した細巻に火を点じた。「実は、お聴き及びでもございましょうが、あの変死事件──それが三度とも続けてこの室に起ったからでございます。ですから、算哲様の自殺を最後として、この室を永久に閉じてしまうことになりました。この彫像と寝台だけは、それ以前からある調度だと申されておりますが」

「開けずの間に」法水は複雑な表情を泛うかべて、「その開けずの間が、昨夜は、どうして開かれたのです？」

「ダンネベルグ夫人のお命令いいつけでした。あの方の怯おびえきったお心は、昨夜最後の避難所をここへ求めずにはいられなかったのです」と凄気の罩こもった言葉を冒頭にして、鎮子はまず、館の中へ磅ほう礴はくと漲みなぎってきた異様な雰囲気を語りはじめた。

「算哲様がお歿なくなりになってから、御家族の誰もかもが、落着きを失ってまいりました。それまでは口争い一つしたことのない四人の外人の方も、しだいに言葉数が少なくなって、お互いに警戒するような素そ振ぶりが日増しに募ってゆきました。そして、今月に入ると、誰方どなたも滅多にお室へやから出ないようになり、ことにダンネベルグ様の御様子は、ほとんど狂的としか思われません。御信頼なさっている私か易介のほかには、誰にも食事さえ運ばせなくなりました」

「その恐怖の原因に、貴女は何か解釈がおつきですかな。個人的な暗闘ならばともかく、あの四人の方々には、遺産という問題はないはずです」

「原因は判らなくても、あの方々が、御自身の生命に危険を感じておられたことだけは確かでございましょう」




（中略）




そして、埃の層が雪崩なだれのように摺ずり落ちた時だった。噎むっとなって鼻口を覆いながらも瞠みひらいた一同の眼が、明らかにそれを、像の第一肋骨の上で認めたのであった。

「そうすると数珠玉の上の出張った埃を、平に均ならしたものがなければならない。けれども、どんなに精巧な器械を使ったところで、人間の手ではどうして出来るものじゃない。自然の細刻だよ。風や水が何万年か経って岩石に巨人像を刻み込むように、この像にも鎖されていた三年のうちに、傴僂せむしを療なおしてしまったものがあったのだ。この室へやに絶えず忍び入っていた人物は、いつもこの前の台の上に手燭を置いていたのだよ。しかし、その跡なんぞは、どうにか誤ご魔まかしてしまうにしても、その時から、一つの物云う象徴テルテールシムボル＊が作られていった。焔の揺ぎから起る微妙な気動が、一番不安定な位置にある数珠玉の埃を、ほんの微かずつ落していったのだよ。ねえ支倉君、じいっと耳を澄ましていると、なんだか茶立蟲のような、美しい鑿たがねの音が聞えてくるようじゃないか。ときに、こういうヴェルレーヌの詩が……　」

「なるほど」と検事は慌あわてて遮って、「けれども、その二年の歳月が、昨夜一夜を証明するものとは云われまい」

とさっそくに法水は、熊城を振り向いて、「たぶん君は、コプト織の下を調べなかったろう」

「だいたい、何がそんな下に？」熊城は眼を円まるくして叫んだ。

「ところが、死点デッドポイントと云えるものは、けっして網膜の上や、音響学ばかりにじゃないからね。フリーマンは織目の隙から、特殊な貝殻粉を潜り込ましている」と法水が静かに敷物を巻いてゆくと、そこの床には垂直からは見えないけれども、切嵌モザイクの車輪模様の数がふえるにつれて、微かに異様な跡が現われてきた。その色大理石と櫨木はぜのきの縞目の上に残されているものは、まさしく水で印した跡だった。全体が長さ二尺ばかりの小判形で、ぼうっとした塊状であるが、仔細に見ると、周囲は無数の点で囲まれていて、その中に、様々な形をした線や点が群集していた。そして、それが、足跡のような形で、交互に帷幕とばりの方へ向い、先になるに従い薄らいでゆく。

「どうも原型を回復することは困難らしいね。テレーズの足だってこんなに大きなものじゃない」と熊城はすっかり眩惑されてしまったが、

「要するに、陰画を見ればいいのさ」と法水はアッサリ云い切った。「コプト織は床に密着しているものではないし、それに櫨木はぜのきには、パルミチン酸を多量に含んでいるので、弾水性があるからだよ。表面から裏側に滲み込んだ水が、繊毛から滴り落ちて、その下が櫨木はぜのきだと、水が水滴になって跳ね飛んでしまう。そして、その反動で、繊毛が順次に位置を変えてゆくのだから、何度か滴り落ちるうちには、終いに櫨木はぜのきから大理石の方へ移ってしまうだろう。だから、大理石の上にある中心から一番遠い線を、逆に辿って行って、それが櫨木にかかった点を連ねたものが、ほぼ原型の線に等しいと云う訳さ。つまり、水滴を洋琴ピアノの鍵キイにして、毛が輪ロ旋ン曲ドを踊ったのだよ」

「なるほど」と検事は頷うなずいたが、「だが、この水はいったい何だろうか？」

「それが、昨夜ゆうべは一滴も」と鎮子が云うと、それを、法水は面白そうに笑って、

「いや、それが紀きの長は谷せ雄お卿の故事なのさ。鬼の娘が水になって消えてしまったって」

ところが、法水の諧謔は、けっしてその場限りの戯ぎ言げんではなかった。そうして作られた原型を、熊城がテレーズ人形の足型と、歩幅とに対照してみると、そこに驚くべき一致が現われていたのである。幾度か推定の中で、奇体な明滅を繰り返しながらも、得態の知れない水を踏んで現われた人形の存在は、こうなると厳然たる事実と云うのほかにない。そして、鉄壁のような扉ドアとあの美しい顫せん動どう音おんとの間に、より大きな矛盾が横たえられてしまったのであった。こうして、濛もう々もうたる莨たばこの煙と謎の続出とで、それでなくても、この緊迫しきった空気に検事はいい加減上気してしまったらしく、窓を明け放って戻って来ると、法水は流れ出る白い煙を眺めながら、再び座についた。

「ところで久我さん、過去の三事件にはこの際論及しないにしてもです。いったいどうしてこの室へやが、かような寓意的なもので充ちているのでしょう。あの立法者スクライブの像なども、明白に迷宮の暗示ではありませんか。あれは、たしかマリエットが、埋葬地ネクロポリスにある迷宮ラビリンスの入口で発見したのですからね」

「その迷宮は、たぶんこれから起る事件の暗示ですわ」と鎮子は静かに云った。「恐らく最後の一人までも殺されてしまうでしょう」

法水は驚いて、しばらく相手の顔を瞶みつめていたが、

「いや、少なくとも三つの事件までは……」と鎮子の言ことばを譫うわ妄ごとのような調子で云い直してから、「そうすると久我さん、貴女あなたはまだ、昨夜の神意審問の記憶に酔っているのですね」

「あれは一つの証詞あかしにすぎません。私には既とうから、この事件の起ることが予知されていたのです。云い当ててみましょうか。死体はたぶん浄らかな栄光に包まれているはずですわ」

二人の奇問奇答に茫ぼう然ぜんとしていた矢先だったので、検事と熊城にとると、それがまさに青天の霹へき靂れきだった。誰一人知るはずのないあの奇蹟を、この老婦人のみはどうして知っているのであろう。鎮子は続いて云った。が、それは、法水に対する剣つるぎのような試問だった。

「ところで、死体から栄光を放った例を御存じでしょうか」「僧正ウォーターとアレツオ、弁証派アポロジストのマキシムス、アラゴニアの聖セントラケル……もう四人ほどあったと思います。しかし、それ等は要するに、奇蹟売買人の悪業にすぎないことでしょう」と法水も冷たく云い返した。

「それでは、闡せん明めいなさるほどの御解釈はないのですね。それから、一八七二年十二月蘇古蘭スコットランドインヴァネスの牧師屍光事件は？」



（註）（西区アシリアム医事新誌）。ウォルカット牧師は妻アビゲイルと友人スティヴンを伴い、スティヴン所有煉瓦工場の附近なる氷蝕湖カトリンに遊ぶ。しかるに、スティヴンはその三日目に姿を消し、翌年一月十一日夜月明に乗じて湖上に赴きし牧師夫妻は、ついにその夜は帰らず、夜半四、五名の村民が、雨中月没後の湖上遙か栄光に輝ける牧師の死体を発見せるも、畏怖して薄明を待てり。牧師は他殺にて、致命傷は左側より頭蓋腔中に入れる銃創なるも、銃器は発見されず、死体は氷面の窪みの中にありて、その後は栄光の事なかりしも、妻はその夜限り失踪して、ついにスティヴンとともに踪跡を失いたり。



法水は鎮子の嘲侮ちょうぶに、やや語気を荒らげて答えた。

「あれはこう解釈しております──牧師は自殺で他の二人は牧師に殺されたのだと。で、それを順序どおり述べますと、最初牧師はスティヴンを殺して、その屍骸を温度の高い休業中の煉瓦炉の中に入れて腐敗を促進させたのです。そして、その間に細孔を無数に穿うがった軽量の船形棺を作って、その中に十分腐敗を見定めてから死体を収め、それに長い紐で錘おもりを附けて湖底に沈めました。無論数日ならずして腹中に腐敗瓦ガ斯スが膨満するとともに、その船形棺は浮き上るものとみなければなりません。そこで牧師は、あの夜、錘の位置から場所を計って氷を砕き、水面に浮んでいる棺の細孔から死体の腹部を刺して瓦ガ斯スを発散させ、それに火を点じました。御承知のとおり、腐敗瓦斯には沼気メタンのような熱の稀薄な可燃性のものが多量にあるのですから、その燐光が、月光で穴の縁に作られている陰影を消し、滑走中の妻を墜し込んだのです。恐らく水中では、頭上の船形棺をとり退けようと踠もがき苦しんだでしょうが、ついに力尽きて妻は湖底深く沈んで行きました。そうして牧師は、自分の顳顬こめかみを射った拳銃を棺の上に落して、その上に自分も倒れたのですから、その燐光に包まれた死体を、村民達が栄光と誤信したのも無理ではありません。そのうち、瓦斯の減量につれて浮揚性を失った船形棺は、拳銃を載せたまま湖底に横たわっている妻アビゲイルの死体の上に沈んでいったのですが、一方牧師の身体からだは、四肢が氷壁に支えられてそのまま氷上に残ってしまい、やがて雨中の水面には氷が張り詰められてゆきました。恐らく動機は妻とスティヴンとの密通でしょうが、愛人の死体で穴に蓋をしてしまうなんて、なんという悪魔的な復讐でしょう。しかしダンネベルグ夫人のは、そういった蕪ぶ雑ざつな目撃現象ではありません」

聴き終ると、鎮子は微かな驚異の色を泛うかべたが、別に顔色も変えず、懐中から二枚に折った巻紙形がたの上質紙を取り出した。

「御覧下さいまし。算哲博士のお描きになったこれが、黒死館の邪霊なのでございます。栄光は故ゆえなくして放たれたのではございません」

それには、折った右側の方に、一艘の埃及エジプト船が描かれ、左側には、六つの劃のどのなかにも、四角の光背をつけた博士自身が立っていて、側かたわらにある異様な死体を眺めている。そして、その下にグレーテ・ダンネベルグ夫人から易介までの六人の名が記されていて、裏面には、怖ろしい殺人方法を予言した次の章句が書かれてあった。（図表参照） 



グレーテは栄光に輝きて殺さるべし。

オットカールは吊されて殺さるべし。

ガリバルダは逆さになりて殺さるべし。

オリガは眼を覆われて殺さるべし。

旗太郎は宙に浮びて殺さるべし。

易介は挾まれて殺さるべし。




「まったく怖ろしい黙示です」とさすがの法水も声を慄ふるわせて、「四角の光背は、確か生存者の象徴シムボルでしたね。そして、その船形のものは、古代埃及エジプト人が死後生活の中で夢想している、不思議な死者の船だと思いますが」と云うと、鎮子は沈痛な顔をして頷うなずいた。

「さようでございます。一人の水か夫こもなく蓮れん湖この中に浮んでいて、死者がそれに乗ると、その命ずる意志のままに、種いろ々いろな舟の機具が独りでに動いて行くというのです。そうして、四角の光背と目前の死者との関係を、どういう意味でお考えになりますか？　つまり、博士は永遠にこの館の中で生きているのです。そして、その意志によって独りでに動いて行く死者の船というのが、あのテレーズの人形なのでございます」





第二篇　ファウストの呪文




一、Undinusウンディヌス sichジッヒ windenヴィンデン（水精ウンディヌスよ蜿うねくれ）

久く我が鎮しず子こが提示した六齣こまの黙示図は、凄惨冷酷な内容を蔵しながらも、外観はきわめて古拙な線で、しごく飄逸ユーモラスな形に描かかれていた。が、確かにこの事件において、それがあらゆる要素の根柢をなすものに相違なかった。おそらくこの時機に剔てき抉けつを誤ったなら、この厚い壁は、数千度の訊問検討の後にも現われるであろう。そして、その場で進行を阻はばんでしまうことは明らかだった。それなので、鎮子が驚くべき解釈をくわえているうちにも、法のり水みずは顎あごを胸につけ、眠ったような形で黙考を凝らしていたが、おそらく内心の苦吟は、彼の経験を超絶したものだったろうとおもわれた。事実まったく犯人のいない殺人事件──埃及エジプト艀ぶねと屍し様よう図ずを相関させたところの図読法は、とうてい否定し得べくもなかったのである。ところが意外なことに、やがて正視に復した彼の顔には、みるみる生気が漲みなぎりゆき酷烈な表情が泛うかび上った。

「判りましたが……　しかし久我さん、この図の原理には、けっしてそんなスウェーデンボルグ神学（「黙示録解釈」および「アルカナ・コイレスチア」において、スウェーデンボルグは出埃及記およびヨハネ黙示録の字義解釈に、牽強附会もはなはだしい数読法を用いて、その二つの経典が、後世における歴史的大事変の数々を預言せるものとなせり。）はないのですよ。狂ったようなところが、むしろ整然たる論理形式なんです。また、あらゆる現象に通ずるという空間構造の幾何学理論が、やはりこの中でも、絶対不変の単位となっているのです。ですから、この図を宇宙自然界の法則と対称することが出来るとすれば、当然、そこに抽象されるものがなけりゃならん訳でしょう」と法水が、突如前人未踏とでも云いたいところの、超経験的な推理領域に踏み込んでしまったのには、さすがの検事も唖あ然ぜんとなってしまった。数学的論理はあらゆる法則の指導原理であると云うけれども、かの「僧正殺人事件ビショップ・マーダーケース」においてさえ、リーマン・クリストフェルのテンソルは、単なる犯罪概念を表わすものにすぎなかったではないか。それだのに法水は、それを犯罪分析の実際に応用して、空漠たる思惟抽象の世界に踏み入って行こうとする……　。

「ああ私は……　」と鎮子は露むき出して嘲わらった。「それで、ロレンツ収縮の講義を聴いて直線を歪めて書いたと云う、莫ば迦かな理学生の話を憶い出しましたわ。それでは、ミンコフスキーの四次元世界に第四容積フォースディメンション（立体積の中で、霊質のみが滲透的に存在し得るという空隙。）を加えたものを、一つ解析的に表わして頂きましょうか」

その嗤わらいを法水は眦めじりで弾き、まず鎮子を嗜たしなめてから、「ところで、宇宙構造推論史の中で一番華やかな頁ページと云えば、さしずめあの仮説決闘セオリー・デュエル──空間曲率に関して、アインシュタインとド・ジッターとの間に交された論争でしょうかな。その時ジッターは、空間固有の幾何学的性質によると主張したのでしたが、同時に、アインシュタインの反太陽説も反はん駁ばくしているのです。ところが久我さん、その二つを対比してみると、そこへ、黙示図の本流が現われてくるのですよ」とさながら狂ったのではないかと思われるような言葉を吐きながら、次図を描いて説明を始めた。




「では、最初反太陽説の方から云うと、アインシュタインは、太陽から出た光線が球形宇宙の縁へりを廻って、再び旧もとの点に帰って来ると云うのです。そして、そのために、最初宇宙の極限に達した時、そこで第一の像を作り、それから、数百万年の旅を続けて球の外圏を廻ってから、今度は背後に当る対向点まで来ると、そこで第二の像を作ると云うのです。しかしその時には、すでに太陽は死滅していて一個の暗黒星にすぎないでしょう。つまり、その映像と対称する実体が、天体としての生存の世界にはないのです。どうでしょう久我さん、実体は死滅しているにもかかわらず過去の映像が現われる──その因果関係が、ちょうどこの場合算哲博士と六人の死者との関係に相似してやしませんか。なるほど、一方はÅオングストローム（一耗の一千万分の一）であり、片方は百万兆哩トリリオン・マイルでしょうが、しかしその対照も、世界空間においては、たかが一微小線分の問題にすぎないのです。それからジッターは、その説をこう訂正しているのですよ。遠くなるほど、螺ら旋せん状星雲のスペクトル線が赤の方へ移動して行くので、それにつれて、光線の振動週期が遅くなると推断しています。それがために、宇宙の極限に達する頃には光速が零ゼロとなり、そこで進行がピタリと止ってしまうというのですよ。ですから、宇宙の縁へりに映る像はただ一つで、恐らく実体とは異ならないはずです。そこで僕等は、その二つの理論の中から、黙示図の原理を択ばなければならなくなりました」




（中略）




「もう半分とは……　誰がそんな妄想を信ずるもんですか‼」と鎮子が思わずヒステリックな声で叫ぶと、始めて法水は彼の過敏な神経を明らかにした。法水の直観的な思惟の皺しわから放出されてゆくものは、黙示図の図読といいこれといい、すでに人間の感覚的限界を越えていた。

「では、御存じなければ申し上げましょう。たぶん、奇抜な想像としかお考えにならないでしょうが、実はこの図と云うのが、二つに割った半葉にすぎないんですよ。六つの図形の表現を超絶したところに、それは深遠な内意があるのです」

熊城は驚いてしまって、種いろ々いろと図の四し縁えんを折り曲げて合わせていたが、「法水君、洒しゃ落れはよしにし給え。幅広い刃やいば形がたはしているが、非常に正確な線だよ。いったいどこに、後から截きった跡があるのだ？」

 「いや、そんなものはないさ」法水は無雑作に云い放って、全体がの形をしている黙示図を指し示した。「この形が、一種の記号語パジグラフィなんだよ。元来死者の秘顕なんて陰険きわまるものなんだから、方法までも実に捻ねじれきっている。で、この図も見たとおりだが、全体が刀とう子し（石器時代の滑石武器）の刃形みたいな形をしているだろう。ところが、その右う肩けんを斜めに截った所が、実に深遠な意味を含んでいるんだよ。無論算哲博士に、考古学の造ぞう詣けいがなけりゃ問題にはしないけれども、この形と符合するものが、ナルマー・メネス王朝あたりの金字塔ピラミッド前象形文字の中にある。第一、こんな窮屈な不自然きわまる形の中に、博士がなぜ描かかねばならなかったものか、考えてみ給え」

　そうして、黙示図の余白に、鉛筆での形を書いてから、

「熊城君、これが½を表わす上古埃及コプチックの分数数字だとしたら、僕の想像もまんざら妄覚ばかりじゃあるまいね」と簡かん勁けいに結んで、それから鎮子に云った。「勿論、死語に現われた寓意的な形などというものは、いつか訂正される機会がないとも限りません。けれども、ともかくそれまでは、この図から犯人を算出することだけは、避けたいと思うのです」




（中略）




「そうなんだ。だから、そこにもし殺人動機があるものとすれば、ファウスト博士の隠れ蓑みの──あの五芒星ペンタグラムマの円が判るよ。しかし、どのみち一つの角度アングルには相違ないけれども、なにしろ四人の帰化入籍というような、思いもつかぬものがあるほどだからね。その深さは並大抵のものじゃあるまい。いや、かえって僕は、それを迂う闊かつに首肯してはならないものを握っているんだ」

「いったい何を？」

「先刻さっき君が質問した中の、（一）・（二）・（五）の箇条なんだよ。甲冑かっちゅう武者が階段廊の上へ飛び上っていて──、召使バトラーは聞えない音を聴いているし──、それから拱廊そでろうかでは、ボードの法則が相変らず、海王星のみを証明出来ないのだがね」

そういう驚くべき独断ドグマを吐き捨てて、法水は検事が書き終った覚書を取り上げた。それには、私見を交えない事象の配列のみが、正確に記述されてあった。


	一、死体現象に関する疑問（略）

	二、テレーズ人形が現場に残せる証跡について（略）

	三、当日事件発生前の動静

	一、早朝押鐘津多子の離館。

	二、午後七時より八時──。甲冑武者の位置が階段廊上に変り、和式具足の二つの兜が取り替えられている。

	三、午後七時頃、故算哲の秘書紙谷伸子が、ダンネベルグ夫人と争論せしと云う。

	四、午後九時──。神意審問会中にダンネベルグは卒倒し、その時刻と符合せし頃、易介はその隣室の張出縁に異様な人影を目撃せりと云う。

	五、午後十一時──。伸子と旗太郎がダンネベルグを見舞う。その折、旗太郎は壁のテレーズの額を取り去り、伸子はレモナーデを毒味せり。なお、青酸を注入せる洋橙オレンジを載せたものと推察さるる果物皿を、易介が持参せるはその時なれども、肝腎の洋橙については、ついに証明されるものなし。

	六、午後十一時四十五分頃。易介は最前の人影が落せしものを見て、裏庭の窓際に行き、硝子の破片並びにファウスト中の一章を記せる紙片を拾う。その間室内には被害者と鎮子のみなり。

	七、同零時頃。被害者洋橙を喰す。

	　　なお、鎮子、易介、伸子以外の四人の家族には、記述すべき動静なし。





	四、黒死館既往変死事件について（略）

	五、既往一年以来の動向

	一、昨年三月四日　四人の異国人の帰化入籍。

	一、同　三月十日　算哲は日課書に不可解なる記述を残し、その日魔法書を焚くと云う。

	一、同　四月二十六日　算哲の自殺。

	　　以来館内の家族は不安に怯おびえ、ついに被害者は神意審問法により、その根元をなす者を究めんとす。





	六、黙示図の考察（略）

	七、動機の所在（略）



読み終ると法水は云った。

「この箇条書のうちで、第一の死体現象に関する疑問は、第三条の中に尽されていると思う。外見は、いっこう何でもなさそうな時刻の羅列にすぎないよ。しかし、洋橙オレンジが被害者の口の中に飛び込んだ経路だけにでも、きっとフィンスレル幾何の公式ほどのものが、ギュウギュウと詰っているに違いないんだ。それから、算哲の自殺が、四人の帰化入籍と焚書の直後に起っているのにも、注目する価値があると思う」

「いや、君の深奥な解析などはどうでもいいんだ」と熊城は吐き出すような語気で、「そんな事より、動機と人物の行動との間に、大変な矛盾があるぜ。伸子はダンネベルグ夫人と争論をしているし、易介は知ってのとおりだ。それにまた鎮子だっても、易介が室へやを出ていた間に、何をしたか判ったものじゃない。ところが、君の云うファウスト博士の円は、まさに残った四人を指摘しているんだ」

「すると、儂わしだけは安全圏内ですかな」

その時背後で、異様な嗄しゃがれ声が起った。三人が吃驚びっくりして後を振り向くと、そこには、執事の田郷真斎がいつの間にか入はいり込んでいて、大おお風ふうな微笑をたたえて見み下おろしている。しかし、真斎があたかも風のごとくに、音もなく三人の背後に現われ得たのも、道理であろう。下半身不随のこの老史学者は、ちょうど傷病兵でも使うような、護ゴ謨ム輪で滑かに走る手働四輪車の上に載っているからだった。真斎は相当著名な中世史家で、この館の執事を勤める傍かたわらに、数種の著述を発表しているので知られているが、もはや七十に垂なんなんとする老人だった。無む髯ぜんで赭しゃ丹たん色をした顔には、顴かん骨こつ突起と下顎骨が異常に発達している代りに、鼻翼の周囲が陥ち窪み、その相はいかにも醜怪で──と云うよりもむしろ脱俗的な、いわゆる胡こ面めん梵ぼん相そうとでも云いたい、まるで道釈画か十二神将の中にでもあるような、実に異風な顔貌だった。そして、頭に印度帽テュルバンを載せたところといい──そのすべてが、一語で魁異グロテスケリと云えよう。しかし、どこか妥協を許さない頑がん迷めい固こ陋ろうと云った感じで、全体の印象からは、甲羅のような外観みかけがするけれども、そこには、鎮子のような深い思索や、複雑な性格の匂いは見出されなかった。なお、その手働四輪車は、前部の車輪は小さく、後部のものは自転車の原始時代に見るような素晴らしく大きなもので、それを、起動機と制動機とで操作するようになっていた。

「ところで、遺産の配分ですが」と熊城が、真斎の挨拶にも会釈を返さず、性急に口切り出すと、真斎は不ふ遜そんな態度で嘯うそぶいた。

「ホウ、四人の入籍を御存じですかな。いかにも事実じゃが、それは個人個人にお訊ねした方がよろしかろう。儂わしには、とんとそういう点は……　」

「しかし、既とっくに開封されているじゃありませんか。遺言書の内容だけは、話してしまった方がいいでしょう」熊城はさすがに老練な口か穽まを掛けたけれども、真斎はいっこうに動ずる気け色しきもなく、

「なに、遺言状……　ホホウ、これは初耳じゃ」と軽く受け流して、早くも冒頭から、熊城との間に殺気立った黙闘が開始された。法水は最初真斎を一いち瞥べつすると同時に、何やら黙想に耽ふけるかの様子だったが、やがて収しゅう斂れん味みの＊かった瞳を投げて、

「ハハア、貴方は下半身不随パラプレジアですね。なるほど、黒死館のすべてが内科的じゃない。ところで、貴方が算哲博士の死を発見されたそうですが、たぶんその下手人が、誰であるかも御存じのはずですがね」

これには、真斎のみならず、検事も熊城もいっせいに唖然となってしまった。真斎は蟇がまみたいに両肱ひじを立てて半身を乗り出し、哮たけるような声を出した。

「莫ば迦かな、自殺と決定されたものを……　。貴方あんたは検屍調書を御覧になられたかな」

「だからこそです」と法水は追求した。「貴方は、その殺害方法までもたぶん御承知のはずだ。だいたい、太陽系の内惑星軌道半径が、どうしてあの老医学者を殺したのでしょう？」



二、鐘鳴器カリリヨンの讃詠歌アンセムで……　

「内惑星軌道半径」このあまりに突飛とっぴな一言に眩惑されて、真斎は咄とっ嵯さに答える術すべを失ってしまった。法水は厳粛な調子で続けた。

「そうです。無論史家である貴方は、中世ウェールスを風ふう靡びしたバルダス信経を御存じでしょう。あのドルイデ（九世紀レゲンスブルグの僧正魔法師）の流れを汲くんだ、呪法経典の信条は何でしたろうか（宇宙にはあらゆる象徴瀰漫す。しかして、その神秘的な法則と配列の妙義は、隠れたる事象を人に告げ、あるいは予め告げ知らしむ。）」

「しかし、それが」

「つまり、その分析綜合の理を云うのです。私はある憎むべき人物が、博士を殺した微妙な方法を知ると同時に、初めて、占星術アストロロジイや錬金術アルケミイの妙味を知ることが出来ました。確か博士は、室へやの中央で足を扉の方に向け、心臓に突き立てた短剣の束つかを固く握り締めて倒れていたのでしたね。しかし、入口の扉を中心にして、水星と金星の軌道半径を描くと、その中では、他殺のあらゆる証跡が消えてしまうのです」と法水は室の見取図に、別図のような二重の半円を描いてから、



「ところで、その前にぜひ知っておかねばならないのは、惑星の記号が或る化学記号に相当するという事なんです。Venusヴィナスが金星であることは御承知でしょうが、その傍ら銅を表わしています。また、Mercuryマーキュリーは、水星であると同時に、水銀の名にもなっているのです。しかし、古代の鏡は、青銅ヴィナスの薄膜の裏に水銀マーキュリーを塗って作られていたのですよ。そうすると、その鏡面に──つまり、この図では金星の後方に当るのですが、それには当然、帷幕とばりの後方から進んで来る犯人の顔が映ることになりましょう。何故なら、金星の半径を水星の位置にまで縮めるということは、素晴らしい殺人技巧であったと同時に、犯行が行われてゆく方向も、また博士と犯人の動きさえも同時に表わしているからなんです。そして、しだいに犯人は、それを中央の太陽の位置にまで縮めてゆきました。太陽は、当時算哲博士が終しゅう焉えんを遂げた位置だったのです。しかし、背面の水銀マーキュリーが太陽と交わった際にいったい何が起ったと思いますか？」




（中略）




「それが外なのさ。あの四人は、確かに怯おびえきっているんだ。もしあれが芝居でさえなければ、僕の想像と符合するところがある」

鎮魂楽レキエムの演奏は、階段を上りきった時に終った。そして、しばらくの間は何も聞えなかったけれども、それから三人が区劃扉を開いて、現場の室へやの前を通る、廊下の中に出た時だった。再び鐘鳴器カリリヨンが鳴りはじめて、今度はラッサスの讃詠アンセムを奏ではじめたのであった（ダビデの詩篇第九十一篇）。


夜はおどろくべきことあり

昼はとびきたる矢あり

幽暗くらきにはあゆむ疫癘えやみあり

日ひ午るにはそこなう激しき疾やまいあり

されどなんじ畏おそることあらじ



法水はそれを小声で口くち誦ずさみながら、讃詠アンセムと同じ葬列のような速度で歩んでいたが、しかし、その音色は繰り返す一節ごとに衰えてゆき、それとともに、法水の顔にも憂色が加わっていった。そして、三回目の繰り返しの時、幽暗くらきには──の一節はほとんど聞えなかったが、次の、日ひ午るには──の一節に来ると、不思議な事には、同じ音色ながらも倍音が発せられた。そうして、最後の節はついに聴かれなかったのであった。

「なるほど、君の実験が成功したぜ」と検事は眼を円くしながら、鍵の下りた扉を開いたが、法水のみは正面の壁に背を凭もたせたままで、暗然と宙を瞶みつめている。が、やがて呟つぶやくような微かな声で云った。

「支倉君、拱廊そでろうかへ行かなけりゃならんよ。彼処あそこの吊具足の中で、たしか易介が殺されているんだ」

二人は、それを聴いて思わず飛び上ってしまった。ああ、法水はいかにして、鐘鳴器カリリヨンの音から死体の所在を知ったのであろうか⁉



三、易介は挾まれて殺さるべし

ところが、法のり水みずはすぐ鼻先の拱廊そでろうかへは行かずに、円廊を迂回して、礼拝堂の円蓋ドームに接している鐘楼階段の下に立った。そして、課員全部をその場所に召集して、まずそこを始めに、屋上から壁廓上の堡ほ楼ろうにまで見張りを立て、尖塔下の鐘楼を注視させた。こうしてちょうど二時三十分、鐘鳴器カリリヨンが鳴り終ってからわずかに五分の後には、蟻も洩らさぬ緊密な包囲形が作られたのであった。そのすべてが神速で集中的であり、もう事件がこれで終りを告げるのではないかと思われたほどに、結論めいた緊張の下に運ばれていったのだった。けれども、勿論法水の脳髄を、截ち割って見ないまでは、はたして彼が何事を企図しているのか──予測を許さぬことは云うまでもないのである。




（中略）




「どうして、ハプスブルグ家の宮廷陰謀じゃあるまいし」と法水は再び、直観的な捜査局長を嘲った。

「共犯者を使って毒殺を企てるような犯人なら、既とうに今頃、君は調書の口述をしていられるぜ」

それから廊下の方へ歩み出しながら、

「さて、これから鐘楼で、僕の紛当まぐれあたりを見ることにしよう」

そこへ、硝子の破片がある附近の調査を終って、私服の一人が見取図を持って来たが、法水は、その図で何やら包んであるらしい硬い手触りに触れたのみで、すぐ衣嚢ポケットに収め鐘楼に赴おもむいた。二段に屈折した階段を上りきると、そこはほぼ半円になった鍵形の廊下になっていて、中央と左右に三つの扉があった。熊城も検事も悲壮に緊張していて、罠わなの奥にうずくまっているかもしれない、異形いぎょうな超人の姿を想像しては息を窒つめた。ところが、やがて右端の扉が開かれると、熊城は何を見たのか、ドドドッと右手に走り寄った。壁際にある鐘鳴器カリリヨンの鐘盤の前では、はたせるかな紙谷伸子が倒れていたのだ。それが、演奏椅子に腰から下だけを残して、そのままの姿で仰向けとなり、右手にしっかりと鎧よろい通どおしを握っているのだった。

「ああ、こいつが」と熊城は何もかも夢中になって、伸子の肩口を踏み躙にじったが、その時法水が中央の扉を、ほとんど放心の態で眺めているのに気がついた。卵色の塗料の中から、ポッカリ四角な白いものが浮き出ていた。近寄ってみると、検事も熊城も思わず身体が竦すくんでしまった。その紙片には……　

Sylphusジルフス Verschwindenフェルシュヴィンデン（風精ジルフスよ消え失せよ）





第三篇　黒死館精神病理学




一、風精ジルフス……　異名エーリアスは？

Sylphusジルフス Verschwindenフェルシュヴィンデン（風ジルフス精よ。消え失せよ）

鐘鳴器カリリヨン室に三つあるうちの、中央の扉高くに、彼等の凝視を嘲り返すかのごとく白々しい色で、再びファウストの五芒星呪文の一句が貼り附けられてあった。のみならず、Sylpheジルフェの女性をそれにもまた男性化しているばかりでなく、再び古愛蘭アイリッシュのような角張ったゴソニック文字で、それには筆者の性別は愚かなこと毛のような髯線ぜんせん一筋にさえ、筆蹟の特徴を窺うことは許されなかったのである。あの緊密な包囲形をどう潜り抜けたものか、また伸子が犯人で、法のり水みずの機智から発した包囲を悟り、絶体絶命の措そ置ちに出たものであろうか……　。いずれにしろここで、皮肉な倍音演奏をした悪魔を決定しなければならなかった。

「これは意外だ。失神じゃないか」伸子の全身をスラスラ事務的に調べ終ると、法水は熊くま城しろの靴をジロリと見て、「微かだが心動が聞えるし、呼吸も浅いながら続けている。それに、このとおり瞳孔反応もしっかりしてるぜ」




（中略）




「ところでペンクライク（十四世紀英蘭の言語学者）が編纂した『ツルヴェール史詩集成』の中に、ゲルベルトに関する妖異譚が載っている。勿論当時のサラセン嫌悪の風潮で、ゲルベルトをまるで妖術師扱いにしているのだが、とにかくその一節を抜萃ぬきだしてみよう。一種の錬金抒情詩アルケミー・リリックなんだよ。


ゲルベルト畢宿七星アルデパランを仰ぎ眺めて

平琴ダルシメルを弾ず

はじめ低絃を弾はじきてのち黙す

しかるにその寸後しばしのち

側かたわらの月琴タムブルは人なきに鳴り

ものの怪けの声の如く、高き絃音にて応こたう

されば

傍人かたわらのひと、耳を覆いて遁のがれ去りしとぞ



ところが、キイゼヴェッテルの「古代楽器史」を見ると、月琴タムブルは腸線楽器だが、平琴ダルシメルの十世紀時代のものになると、腸線の代りに金属線が張られていて、その音がちょうど、現在の鉄琴グロッケンシュピールに近いと云うのだがね。そこで、僕はその妖異譚の解剖を試みたことがあった。ねえ熊城君、中世非文献的史詩と殺人事件との関係つながりを、ここで充分咀嚼そしゃくしてもらいたいと思うのだよ」

「フン、まだあるのか」と熊城は、唾つばきで濡れた莨たばことともに、吐き出すように云った。「もう角笛や鎖帷子かたびらは、先刻さっきの人殺し鍛冶屋ヴェンヴェヌート・チェリニで終りかと思ったがね」

 「あるともさ。それが、史家ヴィラーレの綴った、『ニコラ・エ・ジャンヌ』なんだ。奇蹟処女ジャンヌ・ダルクを前にすると、顧問判官どもがブルブル慄ふるえだして、実に奇怪きわまる異常神経を描き出したのだ。その心理を、後世裁判精神病理学の錚そう々そうたる連中が何故引用しないのだろうと、僕はすこぶる不審に思っているくらいなんだよ。ところで、この場合は、すこぶる妖術的な共鳴現象を思いついたのだ。つまり、それを洋琴ピアノで喩えて云うと、最初の鍵キイを音の出ないように軽く押さえて、それからの鍵を強く打ち、その音が止んだ頃にの鍵キイを押さえた指を離すと、それからは妙に声音的な音色で、の音が明らかに発せられる。無論共鳴現象だ。つまり、の音の中には、その倍音すなわち二倍の振動数を持つの音が含まれているからなんだが、しかしそういう共鳴現象を鐘に求めるということは、理論上全然不可能であるかもしれない。けれども、それからまた要素的な暗示が引き出せる。と云うのが、擬音なんだよ。熊城君、君は木琴シロフォーンを知っているだろう。つまり、乾燥した木片なり、ある種類の石を打つと、それが金属性の音響を発するということなんだ。古代支那には、編磬ピエンチンのような響石楽器や、方響ファンシアンのような扁板打楽器があり、古代インカの乾木鼓テポナットリやアマゾン印度人インディアンの刃形響石も知られている。しかし、僕が目指しているのは、そういう単音的なものや音源を露出した形のものじゃないのだ。ところで君達は、こういう驚くべき事実を聴いたらどう思うね──。孔子こうしは舜しゅんの韻学の中に、七種の音を発する木柱のあるのを知って茫然となったと云う。また、秘露ペルートルクシロの遺跡にも、トロヤ第一層都市遺跡（紀元前一五〇〇年時代すなわち落城当時）の中にも、同様の記録が残されている……　」と該博な引証を挙げた後に、法水はこれら古史文の科学的解釈を、一々殺人事件の現実的な視覚に符合させようと試みた。

結局倍音についての法水の推断は、明確はっきりと人間思惟創造の限界を劃したに止まっていた。しかし、犯人は、それすらあっけなく踏み越えて、誰しも夢にも信じられなかったところの、超心霊的な奇蹟をなし遂げているのだ。それであるからして、紛乱した網を辛やっと跳ね退けたかと思うと、眼前の壁はすでに雲を貫いている。そうなると、伸子の陳述にも、さした期待が持てなくなったことは云うまでもないが、別して法水が顕示した、不思議な倍音に達する二つの道にも、万が一の僥ぎょう倖こうを思わせるのみのことで、早くも忘れ去られようとするほどの心細さだった。やがて、鐘鳴器カリルロン室を出てダンネベルグ夫人の室へやに戻ると、夫人の死体は、既とうに解剖のため運び去られていて、その陰気な室の中には、先刻さっき家族の動静調査を命じておいた、一人の私服が、ポツネンと待っていた。傭やとい人にんの口から吐かせた調査の結果は、次のとおりだった。

降矢木旗太郎。正午昼食後、他の家族三人と広間サロンにて会談し、一時五十分経文歌モテットの合図とともに打ちそろって礼拝堂に赴き、鎮魂楽レキエムの演奏をなし、二時三十五分、礼拝堂を他の三人とともに出て自室に入る。

オリガ・クリヴォフ（同前）

ガリバルダ・セレナ（同前）

オットカール・レヴェズ（同前）

田郷真斎。一時三十分までは、召使二人とともに過去の葬儀記録中より摘録をなしいたるも、訊問後は自室にて臥床す。

久我鎮子。訊問後は図書室より出でず、その事実は、図書運びの少女によって証明さる。

紙谷伸子。正午に昼食を自室に運ばせた時以外は、廊下にて見掛けたる者もなく、自室に引き籠れるものと推察さる。一時半頃鐘楼階段を上り行く姿を目撃したる者あり。

以上の事実の外いっさい異状なし。

「法水君、ダマスクスへの道は、たったこの一つだよ」と検事は熊城と視線を合わせて、さも悦に入ったように揉もみ手てをしながら「見給え。すべてが伸子に集注されてゆくじゃないか」

法水はその調査書を衣袋ポケットに突き込んだ手で、先刻拱廊そでろうかで受け取った、硝子の破片とその附近の見取図を取り出した。が、開いてみると、実にこの事件で何度目かの驚きょう愕がくが、彼等の眼を射った。二に条じょうの足跡が印されている、見取図に包まれているのが何であったろうか、意外にもそれが、写真乾板の破片だったのである。



二、死霊集会シエオールの所在

沃よう化か銀板──すでに感光している乾板を前にして、法水もさすが二の句が継げなかった。事実この事件とは、異常に隔絶した対照をなしているからであった。それなので、紆余曲折うよきょくせつをたどたどしく辿たどって行って、最初からの経過を吟味してみても、だいたい乾板などという感光物質によって、標章形象化される個所ところは勿論のことだが、それに投射し暗喩するような、連字符一つさえ見出されないのである。それがもし、実際に犯罪行動と関係あるものなら、恐らく神業であるかもしれない。こうして、しばらく死んだような沈黙が続いた。その間召使が炉に松まつ薪まきを投げ入れ、室内が仄ぽっかり暖まってくると、法水は焔の舌を見やりながら、微かに嘆息した。

「ああ、まるで恐竜ドラゴンの卵じゃないか」

「だが、いったい何に必要だったのだろう？」と検事は法水の強喩法カタクレーズを平易に述べた。そして、開閉器スイッチを捻ひねると、

「まさか撮影用じゃあるまいが」と熊城は、不意の明るさに眼を瞬しばたたきながら、「いや、死霊おばけは事実かもしれん。第一、易介が目撃したそうだが、昨夜神意審問会の最中に、隣室の張出縁で何者かが動いていて、その人影が地上に何か落したと云うそうじゃないか。しかも、その時七人のうちで室へやを出たものはなかったのだ。だいたい階下の窓から落されたものなら、こんなに細かく割れる気遣いはないよ」




（中略）




法水は衣袋ポケットから巻尺を取り出して、一々印像に当て靴跡の計測を始めた。套靴オヴァ・シューズの方は、歩幅にはやや小刻みというのみの事で、これぞと云う特徴はなく、きわめて整然としている。が、印像には不審なものが現われていた。すなわち、爪先と踵かかとと、両端だけがグッと窪んでいて、しかも内側へ偏曲した内翻の形を示しているが、さらに異様な事には、その両端のものが、中央へ行くに従い浅くなっているのだった。また、護ゴ謨ム製の長靴らしく思われる方は、形状の大きさに比例すると歩幅が狭く、さらにいちじるしく不揃いであるばかりでなく、後踵部には重心があったと見え、特に力の加わった跡が残っていた。のみならず、印像全体の横幅も、わずかながら一つ一つ異なっていたのである。その上、爪先の部分を中央部に比較すると、均衡上幾分小さいように思われて、それがやや不自然な観を与える。また、その部分の印像が特に不鮮明で、形状の差異も、その辺が最もはなはだしかった。そして、往路の歩線は建物に沿うているが、復路には造園倉庫まで直線に行こうとしたものらしく、七、八歩進んで焼け残りの枯芝の手前まで来ると、幅三尺ほどにすぎない帯状のそれを、跨またぎ越えた形跡を残している。ところが、それから二歩目になると、まるで建物が大きな磁石ででもあるかのように、突然歩行が電光形に屈折していて、そこから、横飛びに建物と擦すれ々すれになり、今度は、往路に印された線の上を辿たどって、出発点の造園倉庫に戻っていた。なお、復路に掛ろうとする最初の一歩は、右足で身体を廻転させ左足から踏み出しており、枯芝を越えた靴跡は、左足で踏み切って、右足で跨またいでいる。のみならず、二様の靴跡のいずれにも、建物に足を掛けたらしい形跡は残されていなかった。（以上一六六頁の図参照） 



以上述べたところの、総体で五十に近い靴跡には、周囲の細隙から滲み込んだ泥水が、底ひたひたに澱よどんでいるだけで、印像の角度は依然鮮明に保たれていた。すなわち、雨に叩かれた形跡は、些さ細さいなものも現われていないのである。してみると、靴跡が印されたのは、昨夜雨が降り止んだ十一時半以後に相違ない。しかも、その二様の靴跡について、前後を証明するものがあった。と云うのは、乾板の破片を中心に、二つの靴跡が合流している附近に、一ヶ所套靴オヴァ・シューズの方が、片方の上を踏んでいる跡が残っていた。したがって、套靴オヴァ・シューズを付けた人物の来た時刻が、護ゴ謨ム製の長靴と思われる方と同時か、あるいはそれより以後である事は明らかなのである。続いて、法水の調査が造園倉庫にも及んだのは当然であるが、そのシャレイ風の小屋は床のない積木造りで、内部から扉ドア一つで本館に通じていた。そして、各種の園芸用具や害虫駆除の噴霧器などが、雑然と置かれてあった。法水は、本館に出入りする扉の側で、一足の長靴を見付けだした。それは先が喇叭ラッパ形に開いていて、腿ももの半分ぐらいまでも埋まってしまう、純護謨製ピュアー・ラバーの園芸靴だった。しかも、底に附着している泥の中で、砂金のように輝いているのが、乾板の微粒だったのである。のみならず、後刻になって、その園芸用の長靴は、川那部易介の所有品である事が判明した。

そうなってみると読者諸君は、この二様の靴跡に様々な疑問を覚えられるであろうが、ことに、ある一つの驚くべき矛盾に気づかれたことと思う。また、靴跡相互の時間的関係から推しても、夜半陰々たる刻限に、二人の人物によって何事が行われたのか──恐らくその片影すら、窺うかがうことは不可能であるに相違ない。云うまでもなく法水でさえも、原型を回復することは勿論のこと、この紛乱錯綜した謎の華はなには、疑義を挾む一言半句さえ述べる余地はなかったのである。しかし法水は、心中何事か閃ひらめいたものがあったとみえて、鑑識課員に靴跡の造型を命じた後に、次項どおりの調査を私服に依頼した。


	一、附近の枯芝は何い時つ頃焼いたか？

	一、裏庭側全部の鎧扉に附着している氷柱つららの調査。

	一、夜番について、裏庭における昨夜十一時半以後の状況聴取。



それからほどなく、闇の中を点のような赭あかい灯が動いていったと云うのは、法水等が網あみ龕がん灯どうを借りて、野菜園の後方にある墓地に赴おもむいたからだった。その頃は雪が本降りになっていて、烈風は櫓楼を簫しょうのように唸うならせ、それが旋風つむじと巻いて吹き下してくると、いったん地面に叩き付けられた雪片が再び舞い上ってきて、たださえ仄ほの暗い灯の行手を遮るのだった。やがて、凄せい愴そうな自然力に戦おののいている橡とちの樹林が現われ、その間に、二本の棺駐門の柱が見えた。




（中略）




「それなんだ熊城君、やはり、僕の推定が正しかったのだよ」と法水は、＋よこじゅうじの記号がもたらした解説を始めた。「僕が予想した三惑星の連結は、まさしく暗示されているのだ。最初に、墓地樹の配置を見給え。アルボナウト以後の占星学アストロロジイでは、一番手前の糸杉と無花果いちじくとが、土星と木星の所管とされているし、向う側の中央にある合歓樹ねむのきは、火星の表徴シムボルになっているのだ。またそれを、曼陀羅華マンドラゴーラ・矢車草オーレゴニア・苦艾アブサントと、草木類でも表わすことが出来るけれども……　いったいその三外惑星の集合に、どういう意味があるかと云うと、モールレンヴァイデなどの黒呪術的占星学ブラックマジカル・アストロロジイでは、それが変死の表徴シムボルになっているのだ。ところで君達は、十一世紀独逸ドイツのニックス教（ムンメル湖の水精でニクジーと云う、基督教徒を非常に忌み嫌う妖精を礼拝する悪魔教）を知っているかね。あの悪魔教団に属していた毒薬業者の一団は、その三惑星の集合を、纈草かのこそう・毒人蔘ヘムロック・蜀羊泉ズルカマラの三草で現わしていて、その三つを軒のき辺べに吊し、秘かに毒薬の所在を暗示していたと伝えられている。それが、後世になって三樹の葉に代えられたと云うのだが、さてそこで、その三本の樹を連ねた、三角形と交わるものが何だろうか？」


（註）


（一）纈草。敗醤【オミナエシ】科の薬用植物で、癲てん癇かん、ヒステリー痙けい攣れん等に特効あるため、学者の星と云われる木星の表徴とす。



（二）毒人蔘。繖形科の毒草にして、コニインを多量に含み、最初運動神経が痳痺＊するため、妖術師の星と称される土星の表徴とす。



（三）蜀羊泉。茄科の同名毒草にして、その葉には特にソラニン、デュルカマリンを含むものなれば、灼熱感を覚えると同時に中枢神経がたちどころに痳痺＊するため、火星の表徴とす。



網あみ龕がん灯どうの赭あか黒い灯が、薄く雪の積った聖像の陰影を横に縦に揺り動かして、なんとも云えぬ不気味な生動を与える。また、その光は、法水の鼻孔や口腔を異様に拡大して見せて、いかにも、中世異教精神を語るに適ふさわしい顔貌を作るのだった。しかし、熊城は不審を唱えた。

「だが、胡桃・巴旦杏・桃葉珊瑚あおき・水蝋木犀いぼたのきの四本では、結局正方形になってしまうぜ」

「いや、それが魚なんだよ」と法水は突飛な言げんを吐いた。

　「埃及エジプトの大占星家ネクタネブスは、毎年ニイルの氾濫を告げる双魚座ピスケスを、でなしにという記号で現わしている。と云うのは、いま君の云った正方形が、いわゆる天馬星ペガススの大正方形であって、天馬座ペガススの鞍星マルカブの外二星にアンドロメダ座のアルフェラッツ星を結び付け、そうして出来る正四角形を指しているからなんだ。そして、この三角琴プサルテリウムの筋すじ彫ぼりが三角座トリアングルムとすれば、その中央に挾まれた聖像は、天馬座ペガススと三角座トリアングルムの間にある、双魚座ピスケス＊ではないだろうか。ところで、一五二四年にもそれがあって、当時有名な占星数学者ストッフレルが再洪水説を称えたと云うほどで、とにかく三つの外惑星が双魚座ピスケスと連結するという天体現象は、大凶災の兆ちょうとされているのだ。しかし、凶災を人為的に作ろうとするのが、呪詛じゃないか。ともあれ、これを見給え。実は、先刻さっき図書室で見たマクドウネルの梵英辞典に、見なれない蔵書印が捺おしてあった。しかし、いま考えると、それがディグスビイの印らしいので、それから推すとたぶんこの葬龕カタファルコも、あの男の奇異ふしぎな趣味と、病的な性格を語るものに相違ないのだよ」

　と法水が、聖像の周囲ぐるりにある雪を払い退のけると、鍛鉄の十字架から浮び上った痛ましい全身には、みるみる不思議な変化が現われていった。それは、あるいは彼が魔法を使ったのではないかと疑われたほどに、よもや人間の世界にあろうとは思われぬ奇怪な符号だった。磔たく身しんの頭から爪つま尖さきまでが、白くラン形で残されてしまったからだ。しかし、法水は静かに、聖像から変化した不可解な記号の事を説きはじめた。

 「ねえ支倉君、黒呪術ブラックマジックは異教と基督キリスト教を繋ぐ連字符である──とボードレールが云うじゃないか。まさしくこれは、調伏ちょうぶく呪語に使う梵語のランの字なんだよ。また、三角琴プサルテリウムのに似た形は、呪詛調伏アビチャーラカの黒色三角炉に、欠いてはならぬ積せき柴さい法ほう形がたなのだ。チルダースの『呪法僧アンギラス』の中に、不ふ空くう羂けん索じゃく神じん変べん真しん言ごん経ぎょうの解釈が載っているが、それによると、ランは、火か壇だんに火天を招く金剛火だ。その字片をの形に積んだ柴しばの下に置いて、それに火を点じ、白夜珠吠陀シュクラ・ヤジュル・ヴェーダの呪文オムアギァナウエイソワカを唱えると、千古の大史詩『摩訶婆羅多マハーバーラタ』の中に現われる毘沙門天ヴァイシュラヴァナの四大鬼将──乾闥婆げんだつば大刀軍将だいりきぐんしょう・大竜衆たつちむーか・鳩槃荼大臣大将くばんだだいじんたいしょう・北方薬叉鬼将の四鬼神が、秘かに毘沙門天ヴィシュラヴァナの統率を脱し来り、また、史詩『羅摩衍那ラーマーヤナ』の中に現われる羅ら刹せつ羅縛拏ラーヴァナも、十の頭かしらを振り立て、悪逆火天となって招かれると云うのだ。





後　注


第一篇一節　「一、栄光の奇蹟」は底本では「一栄光の奇蹟」



第一篇二節　「痳痺」はママ



第一篇三節　「物云う象徴テルテールシムボル」は底本では「物云テルテールう象徴シムボル」



第二篇一節　「収斂味しゅうれんみの」は底本では「収歛味しゅうれんみの」



第三篇二節　「痳痺」はママ



　　　　　　「痳痺」はママ



　　　　　　ルビの「ピスケス」は底本では「ピスセス」
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